








5 おわりに

高齢者のいる世帯における家事については、これまで、子ども夫婦との同居との関連で論じ

られることが多かった。高齢者と同居していることが、子ども夫婦における妻の家事時間ある

いは夫の家事参加にどのような影響を与えているかという視点を組み込んだ調査や研究は少な

くなく (総務庁， 1978， 1983， 1988， 1993;日本大学総合科学研究所， 1994;人口問題研究所，

1995;伊藤・天野・森・大竹， 1984;林， 1989;品田， 1996; Tsuya， 1996など)、親世代と子世

代のあいだでの家事や育児に関する援助関係についての研究(三谷， 1993;黒田， 1994;井上，

1994など)も積極的に進められている。しかしながら、高齢夫婦における夫の家事参加に焦点

をあてた研究は、ほとんど行なわれてこなかった。総務庁が5年ごとに実施している「高齢者

の生活と意識jに関する国際比較調査においても、夫が家事をすることについての意識は尋ね

ているが、夫による家事の担当状況については分析が行われていない。高齢者のいる世帯、と

くに高齢夫婦世帯の数および割合が、急速な伸びを示している現在、高齢夫婦における夫の家

事参加についての調査研究の発展が望まれる。

岩井はこれまで、 1993年の第 1国家庭動向調査のデータならびに1995年のおM調査のデー

タを用いて、高年齢層の夫婦における夫の家事参加について分析を行なってきた(岩井， 1998，

2001 ;岩井・稲葉， 2000)。本研究では、 1999年の第 l回全国家族調査のデータを用いて、こ

れまで検討してきた要因に新たな要因を加えて、高齢夫婦における夫の家事参加への影響をみ

ている。本稿で取り上げた要因は、夫と妻の就業、健康状態、介護への従事、性別役割分業観、

親との同居、未婚子との同居、子ども夫婦との同居、妻の家事遂行頻度である O 分析の対象と

したのは、夫の年齢が60歳以上の夫婦であるが、データ全体を男性からえられた回答と女性か

らえられた回答に分け、さらに、夫が60代の夫婦と70-77歳の夫婦に分けて分析を行なった。

家庭動向調査とSSM調査と全国家族調査は、実施時期だけでなく、調査対象や設問文が異な

るため、結果の比較には注意を要する。家庭動向調査は、女性を対象としており、 2世代以上

の夫婦が同居している場合は、若い世代の妻に尋ねている。したがって、夫の性別役割分業観

や子ども夫婦との同居の影響をみることはできず、妻の家事遂行頻度についても尋ねられてい

ない。しかし、夫と妻の健康状態と介護経験についての設問は、具体的で明確であり、夫の家

事参加については、 5項目(炊事、掃除、洗濯、ゴミ出し、買い物)を取り上げて、それぞれ

について 5つのカテゴリーで尋ねている。一方、 SSM調査は、女性だけでなく男性にも尋ねて

いるが、ケース数が少ない(夫の年齢が60代の男性票は241、女性票は251)ために世帯につ

いての詳細な分析(夫婦世帯か否かのみ)は難しい。健康と介護についての設問はなく、妻の

家事遂行についても尋ねられていない。また、夫の家事参加についても、 2項目のみ(炊事、

掃除・洗濯)を取り上げて 3カテゴリーで尋ねているのでやや粗いスケールである。

全国家族調査では、夫の家事遂行頻度だけでなく、妻の家事遂行頻度についても、男性にも

女性にも尋ねている。調査対象者の年齢の上限が77歳であるため、夫の年齢が70-77歳のケー

スについてもみることができる。夫と妻の就業、健康状態、介護への従事、性別役割分業観な
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らびに家族構成についての詳細な'情報もある。ただし、健康状態と介護に関する設問は、家庭

動向調査に比べて、具体性を欠いており、矛盾を生じている O

本稿の分析で明らかになった結果の特徴は、以下のとおりである。 1)夫の家事遂行頻度に

ついての認知は、男性から見た場合と女性から見た場合で異なり、男性の方が全般的に高く認

知している。 2)夫の家事参加を規定する要因は、男性の回答と女性の回答で異なる。 3)60代

の夫婦と70-77歳の夫婦で異なる。 4)子ども夫婦との同居の要因の影響が非常に強い。 5)妻

の家事遂行頻度の影響も非常に強く、この要因をコントロールすると、 60代の夫婦では妻の就

業、夫の就業、妻の健康状態の影響が低下する。 6)夫の家事参加に影響を与える要因は、家

事の項目によって異なる。 7)妻の性別役割分業志向が強いほど、 60代の夫が食事の用意を行

なう頻度は抑制される O

夫の家事参加にワいての認知が、男性の回答と女性の回答で異なることは知られており、 2

(6)で触れたように夫婦の双方からデ}タを得た場合には、夫の方が自分の家事遂行を高め

に回答する O 夫と妻の回答の不一致について分析を進めたHuber& Spitze (1983)は、夫や妻

の学歴が低いほど、また年齢が高いほど、不一致が多くなる、とくに40歳以上のカップルでは

不一致が多いことを示している5。全国家族調査のデータは夫婦のベアサンフ。ルではない。しか

し、夫の家事参加についての男d性と女'1生の回答のズレ(表 2)は40代から有意に聞き始め、 50

代、 60代で有意である (70-77歳では風呂のそうじのみ) 0 

このように60代の夫婦では、夫の家事遂行の頻度について男女の回答に違いが生じているが、

本稿の分析によると、夫の家事参加に影響を与える要因についても、男性の回答と女性の回答

で異なる結果がえられた。表12(男性の回答)と表13 (女性の回答)を比べてみると、夫の家

事参加が妻の家事遂行頻度や妻の就業の影響を受けている点や、食事の用意への夫の参加が妻

の健康状態そのものではなく、夫の健康や妻自身の就業との組合せによって影響を受けている

点は共通している。しかし、介護への夫の従事や子夫婦との同居の影響が、女性の回答よりも

男性の回答において強い点などは異なる。食事の用意に対する夫の就業の効果も、女性の回答

では主効果であるが、男性の回答では妻の就業や夫自身の健康状態との交互効果となっている O

モデルの説明力は、女性の回答よりも男性の回答の方が大きい。 70-77歳の夫の家事参加につ

いても、モデルの説明力は、女性の回答(表21)よりも男性の回答(表20)の方が大きい。実

際、食事の用意と洗濯に関しては、女性の回答ではほとんど何も説明されていない。

男性の回答と女性の回答に違いがあり、夫の家事参加に影響を与える要因についても違いが

あることは、 SSM調査データの分析においても指摘された(稲葉1998;岩井1998)。しかし、

違いの方向性については、 SSM調査の結果と今回の結果は異なる。この点はさらに追及する必

要がある。できれば夫と妻のベアのサンプルで検証することが望ましいが、少なくとも夫の家

事参加について男女の回答が得られている調査(JapaneseGeneral Social Surveysなど)のデータ

での検証が必要である。なお、 Huber&Spitze(1983)は、夫による回答と妻による回答を個

別に分析して比較を行ない、夫や妻の就業、収入、学歴などの影響に差はないが、夫の性別役
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割分業観は夫の回答にのみ、妻の性別役割分業観は妻の回答にのみ影響を与える点が異なって

し、たと報告している ο

夫の家事参加に影響を与える要因が男女の回答で一部異なることは受け入れたうえで、夫の

年齢が60代の場合と、さらに高齢の70-77歳の場合とを比較してみよう。男性の回答によると、

60代(表12)においても70-77歳(表20)においても、子ども夫婦との同居や妻の家事遂行頻

度が、夫の家事参加に対して大きな影響力を持っていることは共通している。しかし、妻の就

業の影響は60代の方が強い。夫の就業は60代でも70-77歳でも、夫の食事の用意に影響してい

るが、 60代では妻の就業や夫の健康、妻の健康、子夫婦との同居などと交互作用を、 70-77歳

では妻の就業とのみ交互作用を示している。 60代では、夫が現在、家族や親族の看病・介護に

従事していることが、夫の家事参加に影響している。 70-77歳のモデル(表20)にこの要因を

加えてみても、有意な効果は示さなかった。

一方、女性の回答によると、前述したように、 70-77歳(表21)では有意な要因はほとんど

ない。 60代(表13)では、家事の項目によって、影響を与える要因がぱらついている。食事の

用意については、妻の就業の影響が強く、洗濯については、妻の遂行頻度と妻の就業、風日の

そうじについては、妻の遂行頻度と子ども夫婦との同居の影響が強い。

夫の年齢が60代の夫婦と70歳以上の夫婦とでは、夫の家事参加に影響を与える要因が異なる

という結果は、家庭動向調査の結果と一致している(岩井， 2001)。家庭動向調査(女性の回答

のみ)においても、夫の年齢が70歳をこえると、夫自身の就業ならびに妻の就業が夫の家事参

加に与える影響は弱くなり、夫の就業と妻の就業の組合せによる交互作用も観察されなかった。

ただし、家庭動向調査では、 70歳以上の夫の家事参加においては、夫自身の健康状態と介護経

験が抑制要因として効いていた。

全国家族調査の女性の回答では、なぜ、 70歳以上の夫の健康状態や介護経験の影響をとらえ

ることができなかったのであろうか。その理由は、家事項目が異なること(ゴミ出し、買い物

がない)や年齢の上限を77歳としていることだけでないように思う。前述したように、全国家

族調査における健康状態と介護に関する設問は、家庭動向調査に比べて、具体性を欠いており、

回答の基準が回答者によってブレていたことも影響しているように思われる。

全国家族調査の分析では、子ども夫婦との同居ならびに妻の家事遂行頻度の影響を見ること

が出来た。夫婦以外の世帯員の存在が夫の家事参加に影響を与えることは、 SSM調査の分析

(岩井， 1998;岩井・稲葉， 2000)においても示唆されていた。全国家族調査のデータでは、

他の世帯員が子ども夫婦である場合に、夫の家事参加が強く抑制されることが明らかになった。

したがって、二世代の夫婦が同居している場合には、親夫婦においても、子夫婦においても、

夫の家事参加は少ないことになる O 子ども夫婦との同居の要因は、男性の回答においては、 60

代においても70-77歳においても、妻の就業や健康状態との交互作用を示している。

一方、妻の家事遂行頻度については、この要因をコントロールすると、 60代の夫婦では妻の

就業、夫の就業、妻の健康状態の影響が低下することが明らかになった。これらの要因は、夫
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の家事遂行に対する直接の影響とは別に、妻の家事遂行に影響を与えることによって、夫の家

事遂行に間接的な影響を及ぼしているのであろう。 70-77歳の夫婦では、妻の家事遂行をコン

トロールすることにより、妻の健康状態の影響は有意でなくなった。子ども夫婦との同居の影

響は逆に、 60代においても70-77歳においても、妻の家事遂行頻度をコントロールすることで

よりクリアになった。

夫の家事参加に対する夫婦の就業、健康状態、性別役割分業観、介護への従事、世帯構成、

妻の家事遂行頻度の影響は、すでに見てきたように家事の項目によって異なる。風呂のそうじ

は、 3つの家事の中でも男性の参加の多い家事項目であるが、子ども夫婦との同居と妻の家事

遂行頻度の影響がとりわけ強い項目である。夫が風呂のそうじをする回数は、妻の回数と負の

相関関係にあり、妻の回数が少ないと夫の回数は多い。おそらく実際にはこの関係性は逆で、

夫のそうじの回数が少ないと妻の回数が多くなるのであろう。夫が風呂のそうじをする回数は

また、子ども夫婦と同居していると少なくなる。 60代の男性の回答によると、子ども夫婦と同

居していると妻の健康状態が悪くても、夫が風呂のそうじをすることはほとんどない(週に.08

回)。子ども夫婦と同居していなければ、夫は健康状態のよくない妻を気づかつて週に2.02回は

風巴のそうじをしている。 60代の夫をもっ女性の回答によれば、子ども夫婦と同居していると

夫は不就業で家にいても、風呂のそうじをすることはほとんどない(推定平均はマイナス)。子

ども夫婦と同居していなければ、不就業の夫は週に1.26聞は風呂のそうじをしている。

食事の用意への夫の参加に関しては、夫と妻の就業および健康状態が、主効果や交互効果を

示している O さらに60代の女性の回答では、家庭動向調査の60代の女性の回答と同じく、妻の

性別役割分業観が有意な影響を示している。妻の性別役割分業志向が強いほど、夫の家事参加

は少ない。家族全員が日々出入りする風呂と異なり、かつて f女の城jと呼ばれ「男子厨房に

入らずjと言われた「台所jに夫が入り込むためには、妻の意識が壁になっているようである O

食事の用意への夫の参加が増すためには、台所を開放する姿勢が、妻の側に必要である。

60代の女性の回答によると、食事の用意に対しては、妻の遂行頻度はまったく影響していな

い。風日のそうじゃ洗濯に関しては、夫がやれば妻はやらない関係にある。しかし、食事の用

意に関しては、少なくとも妻から見ると、夫が食事の用意をしてくれる分、妻は食事の用意を

する回数を減らすというよりは、夫が食事の用意をしているときに妻はそばにいることが多い

のではないだろうか。食事の用意は、夫と妻の共同行動の側面をもっているのであろう。

一方、洗濯への夫の参加は、 60代では男性の回答でも女性の回答でも、妻の就業と介護への

夫の従事ならびに妻の遂行頻度が影響している。家族の介護や看護を行なっている夫は、介護

の一環として家事を行なっていることが少なくなく、別居している親族の看病や介護を通して、

家事の必要性を認識し家事を行なっているではないだろうか。

性別役割分業観は、高齢の夫や妻ほど肯定する傾向が強い。にもかかわらず、高齢の夫婦で

は、食事の用意を除いて、夫の家事参加への影響が現れない。高齢の夫婦では、夫や妻の性別

役割分業意識がどうであるかということよりも、夫婦のおかれている状況一妻が就業していて
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家におらず時間の余裕もない、夫は退職して家にいて時間の余裕がある、妻の健康状態がよく

ない、夫は健康である、夫は家族や親族の介護や看護の経験があり家事の必要性を認識し介護

を通した家事の経験があるなどーに対応することの方に、重きがおかれるようになるのであろ

うか。少なくとも、高齢の夫はそのように行動しているようである。

夫の家事参加に対する性別役割分業観の影響は、夫婦の年齢が上がるにつれて弱くなるとい

う結果は、 Szinovaczら (1994)やKeithら(1991，1994)の分析結果と一致している。一方、

Szinovaczら (1994)の分析では、妻が就業している場合には、退職した夫ばかりでなく就業

している夫もfemaletasksに同じくらい参加していたが、本稿では妻の就業に加えて夫の就業の

効果が認められた。退職して始めて就業する妻の家事の一部を担おうとする日本の夫と、共働

きの妻の家事は自らの就業に関わらず手伝うものだというアメリカの夫との違いであろうか。

退職して始めて家事に目を向ける夫が日本において多いとしたら、夫の退職が家事参加に及ぼ

す影響は、アメリカ以上に大きいといえる。

高齢期を実り多いものとするために、資産管理や情報収集力だけでなく、家事能力の重要性

がクロ}ズアップされている O 男性自身もこれを意識しており、各地の公民館や民間団体が主

催する男性の料理教室は活況を呈している。料理研究家の小林カツ代は、 1990年に高齢の男性

たちから料理講習会の指導を依頼され、 10年以上講習を続けている。小林は、著書『男の老い

支度、めし支度.1 (2000)の中で、 「料理力jについて述べている。 I老人力jという言葉が

広く知られるようになっているが、 「料理力jとは、料理することで、自らや家族の生活が栄

養面や健康面で豊かになるだけでなく、家族や友人・知人とのコミュニケーションをはぐくむ

力になるというのである。

本稿で見たように、高齢男性は、とくに職業生活から退いた男性は、自らの性別役割分業観

はわきにおいて、妻の健康を気づかいながら家事に参加している。子ども夫婦と同居せず、自

分たち夫婦の生活は自分たちでやるしかないという状況の場合にとくに顕著である。家事の中

でも優先順位の高い「食事の用意jへの夫の参加は、男性の回答でも、女性の回答でも、最も

さまぎまな要因の影響を受けている O 食への関心、家族の健康やゆとりへの関心が、時間的に

はきびしい中年期においても、家事の実践に結びつかないものであろうか。

[注]

1. データは日本家族社会学会全国家族調査委員会によって行なわれた全国家族調査データ

(NFR98)を許可を得て使用した。なお、同データの収集は平成10年度文部科学研究費

補助金(課題番号10301010) による資金援助を受けた。

2. 夫の家事参加について、男性の回答と女性の回答に違いが見られたように、妻の就業につ

いても男女の回答に差が生じている。夫の就業率については、男女の回答に差はない。妻

の就業率は、女性の回答に比べて男性の回答で低い。夫婦ベアのサンプルではないので、

この原因を知ることは難しいが、男性は妻の就業を正確に把握していない、あるいは妻が
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就業していてもそれを就業の範障に含めない男性たちがいるのであろうか。

3. 一般に、身体の衰えは、妻よりも年齢の高い夫に先に訪れるであろうから、妻は健康だが

夫の具合が悪い夫婦の方が、夫が健康で妻の具合が悪い夫婦の割合よりも多いと予測され

る。現に、家庭動向調査(回答者は妻)では、妻は健康だが夫が手助けを必要としている

夫婦の方が、夫が健康で妻が手助けを必要としている夫婦の割合よりも多かった (60代で

は6.2%>2.2%、70歳以上では11.4%>6.0%)。全国家族調査においても、男性の回答では、

妻が健康で夫の具合が悪い夫婦の割合が、夫が健康で妻の具合が悪い夫婦の割合よりも多

い。しかし、女性の回答によれば、 20代から60代までは、夫が健康で妻の具合が悪い夫婦

の割合が、妻が健康で夫の具合が悪い夫婦の割合よりも多い。 rどちらともいえないjを

はずして分析しでも同様の傾向が得られた。男性の回答と女性の回答のこのようなズレは、

回答者が配偶者の具合が悪いことに気がつかないためであるというよりは、質問の設定の

仕方に問題があるように思われる。この質問を介護の必要性とクロスさせてみると、 「配

偶者が現在、介護や看病を必要としているJにもかかわらず、 「配偶者は良好jと認知し

ている回答者が男女とも少なくない(男性回答者では[必要としているJ43ケース中12ケー

ス;女性回答者では61ケース中 8ケース)。どうやら、回答者によって配偶者の健康状態

を判断する基準をどこに置くかが異なっているように思われる(介護が必要でも小康状態

を保っているときには「良好jと答えるなど)。健康状態については、家庭動向調査のよ

うに具体的に尋ねる(r日常生活を一人でできますかJ)方が、矛盾のない回答を得られ

るのであろう。

4. 看病・介護に関するこれらの設問に対する回答は、かなりの問題と矛盾を呈していた。ま

ず、 「家族や親族の看病・介護jを回答者自身と配偶者がどのくらいの頻度で行なってい

るかの設問については、 「該当者はいなしリという選択肢を設けているにもかかわらず、

無回答が多かった。 r無回答jの割合は、男性の回答では、夫自身については全体の6.2%

(該当者の26.6%)、妻については5.5%(26.6%)であり、女性の回答でも、妻自身につい

ては全体の5.2%(23.1%)、夫については4.4%(23.1%)で、あった。また、 「介護の必要性j

に関する設問では、 「配偶者が現在、介護や看病を必要としているjと回答しているにも

かかわらず、 「家族や親族の看病・介護jの設問では r(看病・介護の対象者となる)該

当者はいなしづと答えているケース明性回答者では14ケース;女性回答者では17ケース)

や、 「健樹犬態Jの設問で「良好jと答えているケースが男女とも少なくない(注3参照)。

さらに、他の設問に対する回答との関係からみて、 「配偶者の方は、現在、介護や看病が

必要な状態にありますかJという設問を「配偶者の方は、現在、 (どなたかの)介護や看

病(をする)必要(のある)状態にありますかjと解釈したように判断されるケースが男

性の回答に数ケースあった(介護や看病を必要としている妻が、ほほ毎日、家族・親族を

看病・介護しているなど)。

5. なお、 Huber& Spitze (1983)によると、不一致の方向性は、人口学的属性や社会的属性の
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ほとんどの変数と関連していなかったが、妻の就業上の地位とは関連していた。すなわち、

妻が就業している場合には就業していない場合に比べて、夫も妻も自らの分担割合をより

多く回答する傾向が見られた。
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